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市民の皆さま、明けましておめでとうございます。
年頭にあたり、皆さまのご健康、ご多幸を心よ
りお祈り申し上げます。
今年の干支「申」は、十二支の９番めで、「伸ばす」
の意味を持ち、「草木が十分に伸びきり、実が成
熟して香りと味が備わる時期」を言うそうです。
まさに、今の私が市政に描くイメージと、同じ時
期を迎えたのではないかと、一層気持ちが引き締
まる思いがいたします。
今年は、昨年策定した「大和高田市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」に基づき、「本市における
安定した雇用を創出する」「大和高田への新しい
ひとの流れをつくる」「若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる」「地域が連携し、安心
して暮らせるまちをつくる」を基本目標に、これ
までにも増して、人口減少問題、とりわけ少子化
問題に積極的に取り組む所存です。
１月２３日・２４日には、大阪市阿倍野区の大
型商業施設で、大和高田市をＰＲするイベントを
開催します。昨年９月から南大阪線を走っている
アートライナーとともに、市外へ、県外へも情報
発信したいと考えます。
また、今年の春には、片塩町に「市民交流セン
ター」が完成します。その名のとおり、市民交流・
市民活動の新しい拠点として、多くの市民に利用
していただくことを期待しています。
さらに、中学校給食の開始をめざし、準備を進
めてまいります。
このように、今年は、まちづくりの枝を、四方
八方へ伸ばす１年にしたいと思います。
本年も、皆さまのより一層のお力添えをお願い
申し上げ、新年のご挨拶といたします。

明けましておめでとうございます。
市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのこ
とと、心からお慶び申し上げますとともに、日ご
ろより市政に対する温かいご理解とご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
市議会を代表いたしまして、謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、4月に行われま
した市議会議員選挙におきまして、6人の新しい
人が当選を果たされ、市議会としての新たな出発
となりました。
また、ラグビーワールドカップがイングランド
で開催されました。日本代表は 3勝 1敗で予選
通過できませんでしたが、私たちに大きな感動を
与えてくれました。特に初戦での、世界第 3位
の実力を持つ強豪国である南アフリカ代表チーム
に勝利したときの感動は忘れられません。ノーサ
イド直前という場面で、成功すれば同点、引き分
けとなるペナルティゴールを狙わず、トライを取
りに行ったことでワールドカップでは、24年ぶ
りに勝利することができたわけです。この戦いを
見ますと日ごろの練習はもちろんですが日本代表
が心ひとつになり戦った成果だと思います。
一つの目標に対して全員が心ひとつにして成し
遂げることは、大変重要だと考えさせられた一戦
でした。
本市におけます、今後さらなる人口減少問題や
少子化問題については、昨年策定されました「大
和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基
づき、さまざまな取り組みが目標を持って実施さ
れようとしています。その項目に対して PDCA
（計画・実行・評価・改善）サイクルを回して、
よりよい改善を講じていかなければなりません。
市議会といたしましても、検証して意見や提言
をすることにより、安心・安全を基本に住んで良
かったと思えるまちづくりに取り組んでいきたい
と考えています。
そして、このことについては、行政・市議会・
市民の皆さまが、ラグビーワールドカップ日本代
表の戦いのように、目標に対してがっちりスクラ
ムを組んで進むことができれば、活気のあるまち
づくりができるものと考えています。
最後になりましたが、市民の皆さまのご多幸を
お祈りするとともに、本年も相変わらぬご支援と
ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げま
して、新年のご挨拶といたします。

まちづくりの
　枝を伸ばす
　　　1年に

大和高田市長
吉田　誠克

大和高田市議会議長
西村　元秀

心ひとつにした
まちづくり

市をイメージした
アートライナーが、
近鉄南大阪線で運行中

建設が進む
市民交流センター

謹賀新年
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「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」愛
称
募
集

　

平
成
28
年
度
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
」の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
が
い
を
も
つ
人
な
ど
、多
く
の
人
が

つ
ど
い
交
流
の
輪
を
広
げ
、ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
市

民
団
体
に
よ
る
活
動
で
、よ
り
効
果
的
に
元
気
と
に
ぎ
わ
い
が

創
出
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
に
ち
な
ん
だ
、覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す

い
愛
称
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
１
月
29
日
㈮【
必
着
】ま
で

▽
応
募
資
格　
市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

※�

何
点
で
も
応
募
可
能
。た
だ
し
、１
回
の
応
募
に
つ
き
１
作

品
と
し
ま
す
。

▽�

応
募
方
法　
左
記
の
必
要
事
項
を
す
べ
て
書
い
て
、応
募
箱

（
市
自
治
振
興
課
・
市
民
課
窓
口
、市
立
中
央
公
民
館
、市
立

図
書
館
、総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）、さ
ざ
ん
か

ホ
ー
ル
）へ
投
函
ま
た
は
郵
送
、メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

  【
必
要
事
項
】

　

�

①
愛
称（
ふ
り
が
な
）　

②
愛
称
の
説
明（
理
由
な
ど
）　

　

�

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）※
応
募
者
が
未
成
年
者
の
場
合
は
、

保
護
者
の
氏
名
も
書
い
て
く
だ
さ
い　

④
職
業
ま
た
は
学

校
名
・
学
年　

⑤
住
所　

⑥
電
話
番
号　

⑦
年
齢

【
応
募
先
】　
〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高
田
市
大
字
大
中

１
０
０
番
地
１

大
和
高
田
市
役
所　

自
治
振
興
課「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛

称
募
集
」係　
　
　
　
　

メ
ー
ル　

civic-center@
city.yam

atotakada.nara.jp

▽�

選
定
方
法　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、大
和
高
田
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
開
館
準
備
委
員
会
で
審
査
・
選
定
し
、愛
称
を

決
定
し
ま
す
。な
お
、決
定
し
た
愛
称
が
同
名
応
募
複
数
の

場
合
は
、抽
選
に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

▽
副
賞　
商
品
券（
３
万
円
相
当
）

▽�
愛
称
発
表　
選
定
結
果
は
、採
用
者
に
直
接
通
知
し
、広
報

誌（
４
月
号
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
す
る
予
定
で

す
。な
お
、オ
ー
プ
ン
式
典
で
、採
用
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
団
体（
既
存
の
団
体
も
含
み
ま
す
）で
、大
和
高
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体

は
、市
民
活
動
団
体
と
し
て
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
に
登
録
す
る
と
、施
設
内
な
ど
に

お
い
て
団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
活
動
状
況
を
公
開
で
き
、団
体

活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。登
録
の
受
付
は
、１
月
か
ら
市
自
治
振
興
課

で
行
い
ま
す
。４
月
以
降
は
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
受

付
と
な
り
ま
す
。登
録
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
市
自
治

振
興
課
ま
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
自
治
振
興
課
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
準
備
係　

内
線
２
２
０
〕

市
民
活
動
団
体
と
し
て

登
録
し
ま
せ
ん
か

▽
そ
の
他

　

①�

採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、大
和
高
田
市
に
帰

属
し
ま
す
。

　

②�

著
作
権
な
ど
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
、す
べ
て

応
募
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

③�

採
用
さ
れ
た
作
品
は
、大
和
高
田
市
で
修
正
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

④�

応
募
し
た
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、応
募
に
伴
う

一
切
の
費
用
は
、応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

⑤�

個
人
情
報
は
大
和
高
田
市
で
適
切
に
管
理
し
、愛
称
選

定
に
必
要
な
業
務
の
み
に
使
用
し
ま
す
。た
だ
し
、愛
称

採
用
者
に
つ
い
て
は
、採
用
作
品
と
と
も
に「
氏
名
」、「
年

齢
」を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。
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変
わ
り
ま
す
　
が
ん
の
治
療
方
法

市
立
病
院
　
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

１
月
25
日（
月
）、市
立
病
院
の
南
側
に
、放
射
線
治

療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、が
ん
治

療
の
３
本
柱
で
あ
る
、「
外
科
療
法
」「
化
学
療
法
」「
放

射
線
療
法
」が
行
え
ま
す
。市
立
病
院
で
は
、地
域
の
人

た
ち
に
、よ
り
一
層
充
実
し
た「
が
ん
治
療
」を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

○
放
射
線
治
療
と
は

　

外
科
的
手
術
を
行
わ
ず
、が
ん
と
そ
の
周

辺
組
織
を「
切
ら
ず
に
治
す
」治
療
法
で
、身

体
に
や
さ
し
い「
が
ん
治
療
」で
す
。ま
た
、放

射
線
治
療
は
、が
ん
が
骨
な
ど
に
転
移
し
た
と

き
の
痛
み
に
対
し
て
、「
痛
み
を
と
る
」治
療
に

も
使
わ
れ
ま
す
。

○
放
射
線
治
療
の
対
象
と
な
る
が
ん

　

脳
腫
瘍
、頭
頸
部
が
ん
、リ
ン
パ
腫
、食
道
が

ん
、肺
が
ん
、乳
が
ん
、肝か
ん
た
ん
す
い

胆
膵
が
ん
、子
宮
が

ん
、前
立
腺
が
ん
、骨
腫
瘍

※�

症
状
に
よ
っ
て
、適
応
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
放
射
線
治
療
の
流
れ

診
察

　

放
射
線
治
療
医
に
よ
る
診
察
を
受
け
、最

適
な
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。最
後
ま
で

　

当
院
に
導
入
し
た
装
置
は
、「
Ｔｒｕｅ

︱

Ｂｅａｍ
」と
い
う
最
新
鋭
の
放
射
線
治

療
機
器
で
す
。画
像
誘
導
放
射
線
治
療

や
定
位
放
射
線
治
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、安
全
で
治
療
効
果
の
高
い
放
射
線

治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。さ
ら

に
放
射
線
治
療
専
門
医
や
専
門
技
師
、

医
学
物
理
士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
揃

い
、安
全
で
確
実
な
治
療
を
行
う
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

　

治
療
は
、約
２
週
間
か
ら
８
週
間
、土

日・
祝
日
を
除
く
毎
日
、基
本
的
に
は

外
来
で
行
い
ま
す
。完
全
予
約
制
で
す

の
で
、待
ち
時
間
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、放
射
線
治
療
専
用
駐
車
場
も

あ
り
ま
す
。通
院
が
大
変
な
人
に
は
、入

院
治
療
で
も
対
応
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、患
者
さ
ん
の
負
担
を
減
ら

し
て
、最
適
な
が
ん
治
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市立病院
副院長　岡村隆仁

安
心
し
て
治
療
が
行
え
る
よ
う
、看
護
師
に

よ
る
生
活
面
な
ど
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

  

⇩
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ
の
撮
影

　

放
射
線
治
療
計
画
専
用
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し

ま
す
。放
射
線
治
療
を
受
け
る
と
き
と
同
じ

体
位
で
撮
影
し
、体
に
マ
ー
ク
を
描
い
た
り
、症

例
に
よ
っ
て
は
固
定
具
を
作
成
し
ま
す
。

  

⇩
治
療
計
画
の
作
成

　

撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
画
像
を
も
と
に
、放
射
線

治
療
専
門
医
や
医
学
物
理
士
な
ど
が
、放
射

線
治
療
計
画
装
置
を
使
用
し
、最
適
な
放
射

線
治
療
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

  

⇩
治
療
の
開
始

　

作
成
さ
れ
た
治
療
計
画
に
基
づ
い
て
、正

確
な
放
射
線
照
射
を
診
療
放
射
線
技
師
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。

  

⇩
治
療
修
了（
経
過
観
察
）

放射線治療センターのスタッフ

放射線治療機器　True-Beam

⓫ページ「いま、市立病院では」にも、関連記事を掲載しています。

〔
市
立
病
院
放
射
線
治
療
科☎

53・２
９
０
１
〕
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市
役
所
で
働
く
人
に

「
あ
り
が
と
う
」

高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
、

ア
ジ
ア
大
会
出
場

仲
　
喜
嗣
さ
ん

不
思
議
と
い
っ
し
ょ
に

笑
顔
も
飛
び
出
し
ま
す

高
田
西
保
育
所
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

宝
く
じ
助
成
金
で
地だ
ん
じ
り車

を
修
理

　

平
成
27
年
11
月
10
日
㈫
か
ら
８
日
間
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

ア
ジ
ア
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。仲
さ

ん
は
、日
本
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

連
盟
か
ら
、日
本
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。上
位
入
賞
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最
終
選
考
会

が
、５
月
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
開
催

さ
れ
ま
す
。そ
れ
を
め
ざ
し
て
、が
ん
ば
り

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
20
日（
金
）、勤
労
感
謝
の

日
を
前
に
、高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児

が
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
を
訪
れ
、日
ご
ろ

の
職
務
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、７
名
の
園
児
た
ち
か
ら
、「
い

つ
も
、み
ん
な
の
た
め
に
お
仕
事
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
」と
、花
束
と
お
礼
の
手

紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。花
束
と
手
紙
は
、市
役

所
内
に
飾
ら
れ
、見
た
人
を
優
し
い
気
持
ち
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
20
日（
金
）、高
田
西
保
育

所
で
、保
護
者
会
が
企
画
し
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
向
け
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

ジ
ャ
ス
パ
ー
瀧
口
さ
ん
が
、ハ
ン
カ
チ
や
ト
ラ
ン
プ

を
使
い
、楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
ま
し
た
。

数
名
の
園
児
が
前
に
出
て
、手
伝
い
を
し
ま
し

た
。中
で
も
、台
の
上
に
寝
転
が
っ
た
園
児
が

宙
に
浮
く
マ
ジ
ッ
ク
に
は
、先
生
か
ら
も
大
き

な
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

高
田
地
車
保
存
会
が
、一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の「
一
般
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事

業
」の
助
成
金
を
活
用
し
、高
田
地
車
を
修

繕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
と
し
て
、住
民
の
行
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
し
、宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

まちの話題

素敵なマジックに、子どもたちは
大喜びでした

高田地車は、毎年10月に運行します

松田副市長が園児から花束と
手紙を受け取りました
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平
成
28
年
度
　軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

区　　　　　分 標準税率（年額）
現　行 改正後

原
動
機
付
自
転
車

総排気量 0.05ℓ以下または定格出力 0.6ｋＷ以下のもの 1,000円 2,000円
二輪のもので、総排気量 0.05ℓ超0.09ℓ以下または定
格出力 0.6ｋＷ超 0.8ｋＷ以下のもの 1,200円 2,000円

二輪のもので、総排気量 0.09ℓ超 0.125ℓ以下または
定格出力 0.8ｋＷ超1.0ｋＷ以下のもの 1,600円 2,400円

三輪以上のもので、総排気量が 0.02ℓ超0.05ℓ以下ま
たは定格出力が 0.25ｋＷ超0.6ｋＷ以下のもの　　　 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車（総排気量 0.125ℓ超0.25ℓ以下） 2,400円 3,600円
小
型
特
殊

自
動
車

農耕作業用（トラクターなど乗用のもの） 1,600円 2,400円
その他（フォークリフトなど） 4,700円 5,900円

二輪の小型自動車（総排気量 0.25ℓ超） 4,000円 6,000円

区　　　　　分
標準税率（年額）

現　行 改正後

三　　　輪 3,100円 3,900円

四輪以上

乗用のもの
営　業　用 5,500円 6,900円

自　家　用 7,200円 10,800円

貨物用のもの
営　業　用 3,000円 3,800円

自　家　用 4,000円 5,000円

原
動
機
付
自
転
車
、二
輪
の
軽
自
動
車
、小

型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動

車（
平
成
28
年
度
か
ら
）

原
動
機
付
自
転
車
、二
輪
の
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自

動
車
に
係
る
標
準
税
率
を
現
行
の
約
1.5
倍

に
引
き
上
げ
る（
た
だ
し
、引
き
上
げ
後
の

税
率
が 

２
、０
０
０
円
に
満
た
な
い
場
合

は
、 

２
、０
０
０
円
と
す
る
）こ
と
に
な
り

ま
す
。

１
．�三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

（
平
成
27
年
度
か
ら
）

　

�　

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
係
る
標
準
税
率
を
自
家
用
乗
用
車
は

現
行
の
約
1.5
倍
に
、そ
の
他
の
区
分
の
車

両
は
現
行
の
約
１
・
25
倍
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

適
用
さ
れ
る
の
は
、平
成
27
年
４
月
１
日

以
後
に
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受

け
た
も
の
で
、平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、登
録
の
あ
る
中
古
車
両
は
現
行
の
標

準
税
率
の
ま
ま
で
す
。

２
．経
年
車
重
課
の
導
入（
平
成
28
年
度
か
ら
）

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、初
め

て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
月
か
ら
起
算

し
て
13
年
を
経
過
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動

車
に
つ
い
て
、改

正
後
の
標
準
税

率
の
お
お
む
ね

20
％
の
重
課
税

率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、電
気

軽
自
動
車
、天

然
ガ
ス
軽
自
動

車
、メ
タ
ノ
ー
ル

軽
自
動
車
、混

合
メ
タ
ノ
ー
ル
軽

自
動
車
、お
よ

び
ガ
ソ
リ
ン
を

内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
電
力
併
用

軽
自
動
車
な
ら
び
に
被
け
ん
引
自
動
車
は
除

き
ま
す
。

※�

平
成
28
年
度
は
、平
成
14
年
12
月
31
日
以

前
に
初
め
て
車
両
登
録
さ
れ
た
軽
自
動

車
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）　

※
平
成
28
年
度
の
み

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3

月
31
日
ま
で
の
1
年
間
に
限
り
、初
め
て
車

両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
軽
四
輪
な
ど（
三

輪
以
上
の
軽
自
動
車
）を
新
規
取
得
し
た
車

両
は
、平
成
28
年
度
分
の
み
、グ
リ
ー
ン
化

特
例（
軽
課
）の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、登
録
の
あ
る

中
古
車
両
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ�

電
気
、燃
料
電
池
、天
然
ガ
ス
自
動
車
で
、

平
成
21
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合
し
、

か
つ
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
基
準
値
よ
り

10
％
以
上
窒
素
酸
化
物
を
低
減
す
る
車

両
Ｂ�

乗
用
：
平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
75
％
、平

成
32
年
度
燃
費
基
準
＋
20
％
達
成
の
ガ

ソ
リ
ン
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

Ｂ�

貨
物
：
平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
75
％
、平

成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
の
ガ

ソ
リ
ン
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

Ｃ�

乗
用
：
平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
75
％
、平

成
32
年
度
燃
費
基
準
達
成
の
ガ
ソ
リ
ン

車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

Ｃ�

貨
物
：
平
成
17
年
排
ガ
ス
規
制
75
％
、平

成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
15
％
達
成
の
ガ

ソ
リ
ン
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

〔
税
務
課
市
民
税
係　

内
線
２
６
２
〕

区　　　　　分 重課後の税
率（年額）

三　　　輪  4,600円

四輪以上
乗用のもの

営　業　用  8,200円
自　家　用 12,900円

貨物用のも
の

営　業　用  4,500円
自　家　用  6,000円

車種区分
年税額

Ａ Ｂ Ｃ

軽
自
動
車

三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四
輪
以
上

乗　

用

営
業
用

1,800 円 3,500 円 5,200 円

自
家
用

2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨
物
用

営
業
用

1,000 円 1,900 円 2,900 円

自
家
用

1,300 円 2,500 円 3,800 円

5



　

年
間
の
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、仮
特
別
徴
収
税
額
を「
前
年
度
分
の
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
年
税
額
の
2
分
の
1
に

相
当
す
る
額
と
す
る
」こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
適
用

公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

○
特
例
控
除
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

�　

地
方
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
に
お
け
る

特
例
控
除
額
の
上
限
額
が
、市
・
県
民
税
の

所
得
割
額（
調
整
控
除
後
の
所
得
割
）の

10
％
か
ら
20
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※�

平
成
27
年
1
月
1
日
以
降
の
寄
付
か
ら

適
用

○�「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」の
創
設

　
�　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所
得
者
な

ど
が
、ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
場
合
、所
得

税
の
確
定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
、所
得

税
・
個
人
住
民
税
の
寄
付
金
控
除
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

※�

平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
の
寄
付
か
ら

適
用

▽
注
意　

　

寄
付
先
の
地
方
団
体
数
が
5
団
体
以
内

の
場
合
で
、確
定
申
告（
住
民
税
申
告
を
含

む
）を
行
わ
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
人
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、所

得
税
の
確
定
申
告
で
寄
付
金
控
除
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

〔
税
務
課
市
民
税
係　

内
線
２
５
８
〕

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

「
緊
急
時　

あ
な
た
を
守
る　
１
１
０
番
」

　

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
、次
の
ポ
イ
ン
ト
を
正

確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
１
１
０
番
通
報
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か（
交
通
事
故
・
喧
嘩
な
ど
）

②�

ど
こ
で
あ
っ
た
の
か（
住
所
・
近
く
の
目
印
な

ど
）

③
い
つ
な
の
か（
た
っ
た
今
・
何
分
前
な
ど
）

④
今
ど
う
な
って
い
る
の
か（
犯
人
の
特
徴
な
ど
）

⑤
あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号

◎「�

相
談
は　
安
心
ダ
イ
ヤ
ル　
♯
９
１
１
０
」

　

緊
急
で
は
な
い
警
察
へ
の
要
望
・
相
談
・
苦

情
や
各
種
照
会
は
、警
察
相
談
専
用
電
話

「
♯
９
１
１
０
番
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
警
察
署　

☎
22・０
１
１
０
〕

文
化
財
防
火
週
間

　
　
　
　
１
月
23
日
～
29
日

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、重
要
文
化
財
で
あ

る
法
隆
寺
金
剛
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。こ

の
出
来
事
を
風
化
さ
せ
ず
、今
後
の
教
訓
に

し
て
い
く
た
め
に
も
、こ
の
日
を「
文
化
財
防

火
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
管
理
す
る
人
を
は
じ

め
、地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
守

れ
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、日
ご
ろ
か
ら

の
防
火
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
、い
ざ
と
い

う
と
き
の
地
域
の
取
り
組
み
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25・０
１
１
９
〕

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

▽
対
象
業
種

・�

物
品
調
達
…
登
録
品
目
は
、要
領
の
物
品

種
目
別
一
覧
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

役
務
提
供
等
…
登
録
業
種
は
、要
領
の
役

務
業
種
別
一
覧
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
有
効
期
間

　

�

４
月
１
日
㈮
～
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

▽
申
請
受
付
期
間

　

�

２
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭　

平
日
の
午
前
９

時
～
正
午
、午
後
１
時
～
５
時　

※
土
日・
祝
日
を
除
く

▽
申
請
方
法

　

�

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、奈
良

県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階 

総

務
部
施
設
管
理
課
契
約
係（
〒
６
３
４・ 

０
８
１
６　

橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９・ 

３
）へ
持
参
、ま
た
は
郵
送

※�

要
領
と
申
請
書
類
は
、奈
良
県
広
域
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

naraksk119.jp/

）か
ら『
平
成
28
年
度
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
物
品
調
達・
役
務
提

供
等
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

要
領
』を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
部
施
設
管
理
課
契
約
係　

☎
０
７
４
４・26・０
１
１
９
〕

お
詫
び
と
訂
正

継
続
者

仮徴収 本徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

現　

行

前年２月
と同額

前年２月
と同額

前年２月
と同額 （年税額-仮徴収額）÷3

前年度分の本徴収額÷3

改
正
後

（前年度分の年税額÷2）÷3 （年税額-仮徴収額）÷3

　

広
報
誌
12
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
記

事
中
、次
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、字
句

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

⑨
ペ
ー
ジ
、９
月
定
例
市
議
会
ペ
ー
ジ
内

に
お
い
て
、公
平
委
員
の
氏
名
を「
宮
内

崇
氏
」と
表
記
し
て
お
り
ま
し
た
が
、正
し

く
は
、「
宮
内
嵩
氏
」で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
税
務
課
市
民
税
係　

内
線
２
５
８
〕
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産
業
優
良
者
表
彰

商
工
業・農
業
の
各
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
、市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、産
業
優
良

者
と
し
て
、平
成
27
年
11
月
26
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、今
後
、な
お
一層
の
活
躍
を
期
待
し
て
、お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
に

お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、工
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功

績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
に

お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、商
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功

績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
に

お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、農
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功

績
に
よ
る
表
彰

●
工
業
優
良
者
表
彰

●
商
業
優
良
者
表
彰

●
農
業
優
良
者
表
彰

大島 勳さん

岡田 全啓さん

植嶋 滋継さん

杉山 満さん

北林 祥幸さん

西籔 勝彦さん

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て
誠
実

を
尽
く
さ
れ
、職
場
に
お
け
る
勤
務

成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
と
も
に
、職
務

に
対
す
る
努
力
が
他
の
模
範
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
表
彰

●
優
良
従
業
員
表
彰

愛須 治さん霜永 正美さん塩谷 純一さん細川 一子さん

7



教
育
委
員
会
表
彰

　

平
成
27
年
11
月
16
日
、教
育
の
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
７
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、高
田
美
術
協
会

会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、特
に
洋
画
の

部
門
に
お
い
て
、そ
の
創
作
活
動
と
後

進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
、本
市
芸
術

文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市
文

化
協
会
の
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

と
と
も
に
、会
の
親
睦
・
発
展
及
び
本

市
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

平
成
27
年
度
全
日
本
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、全

国
優
勝
を
果
た
す
な
ど
数
々
の
大
会

に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
功
績

多
年
に
わ
た
り
、校
区
婦
人
会
並

び
に
大
和
高
田
市
地
域
婦
人
会
連

絡
協
議
会
の
役
員
と
し
て
指
導
力
を

発
揮
し
、婦
人
会
活
動
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、本
市
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
並
び
に
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

酒本 典子さん

澤田 志津子さん

奥本 武司さん

中野 晴子さん

森本 和也さん

多
年
に
わ
た
り
、指
導
者
・
運
営
者

と
し
て
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
携
わ
り
、運

動
の
活
性
化
及
び
指
導
者
育
成
に
努

め
ら
れ
、本
市
の
青
少
年
健
全
育
成

に
貢
献
さ
れ
た
功
績

大
和
高
田
市
青
少
年
補
導
員
と

し
て
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組
ま

れ
、そ
の
後
補
導
会
副
会
長
、会
長
と

し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

青
少
年
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に

貢
献
さ
れ
た
功
績

飯田 須久さん 飯田 明美さん
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区　分 第 1 次 試 験 第 2 次 試 験
日　時 1月24日㈰　午前9時から 2月7日㈰　午前9時から
場　所 大和高田市役所内 大和高田市役所内

試験の
対象と
種　類

●全職種
　…①一般教養試験　
　　②職場適応性検査
● �建築技術職、土木技術職、
　埋蔵文化財専門職員
　…専門試験

●全職種
　…①個別面接
　　②小論文

合格発表 2月初め 2月末ごろ

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
案
内

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度
採
用
予
定
者
の
採
用
試
験
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１．職種および試験区分、採用予定人員、受験資格など

２．試験の日時・場所・試験の種類および合格発表

職種および試験区分 採用予
定人員 受　　験　　資　　格

建 築 技 術 職 2人
昭和51年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大
学、短期大学、高等学校の建築専門課程を卒業した人、または
平成28年3月卒業見込みの人

土 木 技 術 職 3人
昭和51年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大
学、短期大学、高等学校の土木専門課程（農業土木を含む）
を卒業した人、または平成28年3月卒業見込みの人

主 任 介 護
支 援 専 門 員 1人 昭和46年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を有

し、かつ主任介護支援専門員資格を有する人

精 神 保 健 福 祉 士 1人 昭和51年4月2日以降に生まれた人で、精神保健福祉士資格
を有する人、または平成28年3月末日までに取得見込みの人

看　　 護　　 師
※１ 2人

昭和46年4月2日以降に生まれた人で、「保健師助産師看護師
法」による看護師免許を有する人、または平成28年3月末日ま
でに実施される国家試験により当該免許を取得見込みの人

埋蔵文化財専門職員 1人

次の①～③のいずれにも該当する人
①�昭和46年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法に定める

大学（短期大学を除く）または大学院において考古学の専
門課程を卒業した人

②博物館法に定める学芸員資格を有する人
③�埋蔵文化財の発掘調査などについての知識と経験を有す

る人で、発掘調査の整理作業と発掘調査報告書作成（共同
執筆も可）を行ったことがある人

　
「
短
期
大
学
」に
は
、高
等
専
門
学
校
お
よ

び
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課

程
の
う
ち
、修
業
年
限
が
２
年
以
上
で
あ
り
、

か
つ
１
、６
０
０
時
間
以
上
の
授
業
の
履
修
を

義
務
付
け
て
い
る
課
程
で
あ
っ
て
、当
該
履
修

の
成
果
が
授
業
科
目
の
目
標
に
達
し
て
い
る

こ
と
を
筆
記
試
験
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
卒
業
の
要
件
と
す
る
も
の

を
含
み
ま
す
。

※�

１　

看
護
師
は
、採
用
後
、市
立
の
保
育

所
、認
定
こ
ど
も
園
の
い
ず
れ
か
に
配
属
す

る
予
定
で
す
。

◎�

全
て
の
職
種
に
お
い
て
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

が
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

⑴ �

成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

⑵ �

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑶ �

大
和
高
田
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、そ
の
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
者

⑷ �
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、ま

た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

⑸ �

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、在
留
資
格

に
お
い
て
就
職
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る

者

※�　

合
否
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

※�　

試
験
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

つい
て
は
、一切
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

※�　

試
験
会
場
は
、大
和
高
田
市
役
所（
大

和
高
田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　

☎

22・１
１
０
１
）で
す
。
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試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高
田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１

大
和
高
田
市
役
所　

企
画
政
策
部
人
事
課
内　
「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」

☎
22
・１
１
０
１（
内
線
２
１
２
、２
１
３
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.yam
atotakada.nara.jp

）で
も
採
用
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

３
．受
験
手
続

１
．申
込
書
の
交
付

　

職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、大
和
高
田
市

役
所
人
事
課（
市
役
所
３
階
）で
交
付
し
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。

２
．受
付
期
間
・
受
付
場
所

▽�

受
付
期
間　

１
月
５
日
㈫
～
12
日
㈫
ま
で

（
土
日
、祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時

　

�

郵
送
の
場
合
、１
月
12
日
㈫【
当
日
消
印

有
効
】

▽�

受
付
場
所　

大
和
高
田
市
役
所
３
階　

人
事
課
内　

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試

験
委
員
会

※
持
参
の
場
合
は
、代
理
可

※�

郵
送
の
場
合
は
、次
の
送
付
先
へ
、必
ず

「
簡
易
書
留
」で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
先　

〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高

田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　

大
和
高
田

市
役
所
人
事
課
内　

大
和
高
田
市
職
員
採

用
試
験
委
員
会

４
．�提
出
書
類 

（
①
～
③
は
全
職
種
と
も
必
要
）

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

②�

写
真
２
枚（
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上

半
身
の
写
真（
縦
４㎝
×
横
３㎝
）で
、１
枚

は
申
込
書
に
貼
付
し
、も
う
１
枚
は
受
験

票
用
に
持
参
、ま
た
は
同
封
）

③�

返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
：
23・５㎝
×
12・

０㎝
）に
82
円
切
手
を
貼
付
し
、住
所
宛
名

を
書
い
た
も
の

④�

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
の
受
験
者
は
、発

掘
調
査
歴（
所
定
用
紙
）・業
績
目
録（
所

第 1次試験
第 2次試験

不合格者（本人に限る）

総合得点
総合順位

合格通知の日から起算して２週間
大和高田市役所人事課

区分
試験

請求で
きる人

開示内容

開示期間
および
開示場所

定
用
紙
）

※�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、大
和
高
田
市

職
員
採
用
試
験
委
員
会
が
指
定
す
る
期
日

ま
で
に
、次
の
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

①
最
終
学
校
卒
業（
見
込
）証
明
書

②�

資
格
証
明
書・免
許
証
の
写
し
、ま
た
は
取

得
見
込
証
明
書（
写
し
不
可
）

※�

②
は
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
、精
神
保

健
福
祉
士
、看
護
師
、埋
蔵
文
化
財
専
門

職
員
の
受
験
者
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

５
．試
験
結
果
の
開
示　

　

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、開
示
請
求
が
で

き
ま
す
。電
話
な
ど
に
よ
る
開
示
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。受
験
者
本
人
が
、受
験
票
と
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
運
転
免
許

証
な
ど
）を
持
っ
て
、直
接
市
役
所
３
階
人
事

課
ま
で
き
て
く
だ
さ
い
。

※
開
示
時
間
は
、土
日・祝
日
を
除
く
、午
前

９
時
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

６
．合
格
か
ら
採
用
ま
で　

⑴�

最
終
合
格
者
は
、採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
し
、次
の
区
分
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

　

①�

採
用
予
定
者　
平
成
28
年
４
月
１
日
付

け
で
採
用
し
ま
す
。

　

②�

採
用
候
補
者　

平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
欠

員
な
ど
が
生
じ
、補
充
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
き
に
限
り
採
用
し
ま
す
。

⑵�

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、平
成

28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

⑶�

最
終
合
格
者
の
う
ち
、卒
業
見
込
み
の
人

が
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
で
き

な
か
っ
た
場
合
、な
ら
び
に
免
許
ま
た
は
資

格
取
得
見
込
み
の
人
が
、所
定
の
時
期
ま
で

に
こ
れ
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、そ

の
時
点
で
採
用
候
補
者
名
簿（
採
用
予
定

者
、採
用
候
補
者
）か
ら
抹
消
し
ま
す
。

⑷�

本
市
で
は
、採
用
試
験（
合
格
者
決
定
）を

適
正
に
行
う
た
め
、民
間
有
識
者
で
構
成

さ
れ
る「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
検

討・監
理
委
員
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

７
．給
与
に
つ
い
て

◦�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
初
任
給
月

額
は
、大
卒
１
７
４
、２
０
０
円
、短
大

卒
１
５
４
、８
０
０
円
、高
校
卒
１
４
２
、 

１
０
０
円
で
、他
に
地
域
手
当
、扶
養
手

当
、住
居
手
当
、通
勤
手
当
、期
末・
勤
勉

手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

◦�

た
だ
し
、現
在
、市
の
財
政
健
全
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、一部
手
当
に
つ
い
て
は
減

額
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

◦�

な
お
、初
任
給
は
、採
用
前
の
経
歴
な
ど
に

応
じ
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦�

全
て
の
職
種
の
給
料
は
、行
政
職
給
料
表

を
適
用
し
ま
す
。

８
．そ
の
他

◦�

申
込
書
の
記
載
事
項
お
よ
び
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
、返
送
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、こ
の
た
め
に
生
じ
た
申
込
の
遅

延
な
ど
に
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。受
験
手

続
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

受
験
資
格
が
な
い
こ
と
お
よ
び
申
込
書
の

記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
に
は
、合
格
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◦�

こ
の
試
験
に
関
す
る
提
出
書
類
は
、一
切
返

却
し
ま
せ
ん
。な
お
、提
出
書
類
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、今
回

の
職
員
採
用
試
験
の
実
施
の
た
め
の
み
に

用
い
、そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。ま
た
、大
和
高
田
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、適
正
に
管
理
し
ま
す
。

〔
人
事
課　

内
線
２
１
２
〕
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昨
年
７
月
か
ら
、パ
ソ
コ
ン
を
立

ち
上
げ
る
と
、「
今
な
ら
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
10
へ
無
償
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
で

き
ま
す
。さ
あ
、今
す
ぐ
予
約
を
」

と
の
画
面
が
何
度
も
出
て
き
て
、

わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ
た
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
に
誘
わ

れ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
し
た
人
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
す

る
前
に
、一緒
に
少
し
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
と
は
？

　
そ
も
そ
も
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

は
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
会
社
の
基
本
ソ
フ
ト
で
、

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（
以

下
、Ｏ
Ｓ
）と
呼
ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
す
。パ
ソ
コ
ン
の
約
90
％
を
占

め
て
い
ま
す
。ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
と

は
、そ
の
最
新
バ
ー
ジ
ョン
で
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、パ
ソ
コ
ン
利
用
者

は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

知
って
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、パ
ソ
コ
ン
教
室
で「
Ｏ
Ｓ
は

何
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
」と
尋

ね
て
も
、大
半
の
人
が
知
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。

○
そ
も
そ
も
Ｏ
Ｓ
と
は
何
か
？

　

簡
単
に
言
う
と
、パ
ソ
コ
ン
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
動
か
す

土
台
で
す
。ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
と
は
、例
え
ば
ワ
ー
ド
や
エ
ク

セ
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
や
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
閲
覧
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
、電

子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
、ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

な
ど
、実
際
に
私
た
ち
が
使
用
す

る
ソ
フ
ト
で
す
。

　
Ｏ
Ｓ
は
、こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
が
う
ま
く
動
く
よ
う

に
下
支
え
す
る
ソ
フ
ト
の
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
、一見
で
は
ど
の
Ｏ
Ｓ

な
の
か
分
か
り
づ
ら
い
と
思
い
ま

す
。な
お
、Ｏ
Ｓ
は
パ
ソ
コ
ン
に
限
ら

ず
電
子
機
器
に
は
必
ず
必
要
な
ソ

フ
ト
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下
ス
マ

ホ
）・タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も
あ
り
ま
す
。

　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
は
、20
年
以
上
も

昔
か
ら
あ
り
、そ
の
間
、技
術
の
進

歩
に
伴
って
、互
換
性
を
保
ち
な
が

ら
機
能
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。一
方
で
、機
能
ア
ッ
プ
が
市
場

の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
開
設

　

平
成
27
年
春
に
着
工
し
た
放
射

線
治
療
棟（
南
館
）が
、い
よ
い
よ
完

成
し
ま
す
。

　

こ
の
棟
の
１
階
の
す
べ
て
の
ス

ペ
ー
ス
が
、当
院
の
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、画
像

融
合
を
用
い
た
正
確
な
位
置
決
め

が
で
き
、臓
器
ご
と
に
放
射
線
の

強
度
を
変
更
し
た
照
射
や
、ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
照
射
な
ど
が
可
能
な
、

最
新
の
放
射
線
治
療
装
置
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、１
月
末
の
臨
床
稼
動

に
向
け
、当
院
の
放
射
線
治
療
ス

タ
ッ
フ
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、

こ
の
治
療
装
置
の
最
終
の
準
備
作

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、高
性
能
の
治
療
装
置
を

使
い
こ
な
し
、最
良
の
治
療
を
す
る

た
め
に
、経
験
豊
富
な
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
配
属
さ
れ
ま
す
。

　

今
や
、国
民
の
半
分
が
、一
生
の

間
に
何
ら
か
の
が
ん
に
罹り

患か
ん
す
る

時
代
と
な
り
ま
し
た
。が
ん
を
め

ぐ
る
治
療
法
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、こ
こ
１
、２
年
の
間
で
、疾
患

の
治
療
方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、こ
の
放
射
線
治
療
セ

ン
タ
ー
で
行
う
放
射
線
療
法
と
、

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
外
科
治

療
や
抗
癌
剤
治
療
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
、よ
り
良
い
が
ん
治
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、各

診
療
科
の
主
治
医
と
連
携
し
、何

が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
良
い

治
療
方
法
と
な
る
か
に
つ
い
て
、積

極
的
に
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

治
療
と
い
う
も
の
は
、一
人
の
医

師
や一診
療
科
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。各
診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
や
、医

師
以
外
の
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
協

力
連
携
し
、チ
ー
ム
と
し
て
医
療
を

行
わ
な
け
れ
ば
、良
い
治
療
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
こ
の
チ
ー
ム
医
療
は
、医
療
の
各

部
署
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
で

す
が
、と
り
わ
け
放
射
線
治
療
は
、

最
も
職
種
間
が
連
携
す
る
チ
ー
ム

医
療
が
必
要
と
さ
れ
る
部
門
の
一

つ
で
す
。患
者
さ
ん
を
間
違
い
な

く
順
番
ど
お
り
案
内
す
る
事
務
職

員
、毎
日
通
院
す
る
患
者
さ
ん
の

表
情
や
動
作
か
ら
、体
調
の
変
化

を
感
じ
取
り
報
告
す
る
看
護
師
、

正
確
に
滞
り
な
く
照
射
を
行
う
放

射
線
技
師
、放
射
線
治
療
装
置
や

放
射
線
の
品
質
管
理
、治
療
計
画

に
精
通
し
た
医
学
物
理
士
、も
ち

ろ
ん
放
射
線
治
療
の
専
門
医
師
も

含
め
、こ
れ
ら
の
治
療
ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
を
組
み
、情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、安
全
で
正
確
な
治
療

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
、平
成
28
年
１
月
１
日
付

け
で
、当
院
の
放
射
線
治
療
科
部

長
と
し
て
着
任
し
、こ
の
放
射
線

治
療
セ
ン
タ
ー
で
患
者
さ
ん
の
治

療
に
あ
た
り
ま
す
。

　

私
一
人
で
は
微
力
で
す
が
、各
科

の
主
治
医
や
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、

チ
ー
ム
医
療
を
合
言
葉
に
、市
民

の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
、懸

命
に
努
力
し
ま
す
。

〔
放
射
線
治
療
科
部
長

　

横
川
正
樹
〕

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
１０
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は
大
丈
夫
？
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昨
年
末
に
行
わ
れ
た
地
区
別
懇

談
会
で
の
こ
と
で
す
。進
行
係
が
、

人
権
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
を
出
し
、

参
加
者
の
相
談
タ
イ
ム
が
あ
り
、

そ
の
後
答
え
合
わ
せ
、謎
解
き
と

続
き
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
か
ら

の
ま
と
め
、と
い
う
流
れ
で
し
た
。

　
そ
の
と
き
、素
晴
ら
し
い
姿
勢

を
見
せ
て
く
れ
た
二
人
の
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

　
一
人
は
、最
高
齢
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
さ
ん
で
す
。

　
「
あ
ら
た
め
て
、人
権
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と一緒
に
勉
強
し
、私
自
身

が
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
し
た
。参
加
し
て
よ

か
っ
た
な
と
、有
り
難
く
思
い
ま

す
」

と
、最
初
に
話
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、ク
イ
ズ
の
中
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
性
的
少
数
者
）の
人
権
に
関
す

る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
人

は
、事
前
に
そ
の
こ
と
も
話
題
に

な
る
こ
と
を
知
り
、「
同
姓
婚
」と

い
う
、男
性
同
士
で
実
質「
結
婚

生
活
」を
営
ん
で
い
る
二
人
の
弁

護
士
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
き
ま
し

た
。そ
の
う
え
で
、

　
「
人
権
の
問
題
は
、長
年
し
み

つ
い
た
古
い
感
覚
の
私
の
よ
う
な

者
に
は
、な
か
な
か
分
か
り
に
く

い
の
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
し

た
学
び
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で

す
」

と
、話
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
は
、あ
る
自
治
会
長

さ
ん
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
感
じ
方
と
い
う
の

は
、区
別・差
別
を
簡
単
に
し
て
し

ま
う
も
の
で
す
。お
い
し
く
お
茶

を
飲
む
。お
茶
の
葉
は
、飲
む
前

は
大
事
な
有
り
難
い
も
の
で
す
。

し
か
し
飲
み
終
わ
り
、茶
が
ら
に

な
る
と
、途
端
に
ゴ
ミ
と
思
い
、

汚
い
不
潔
な
も
の
と
感
じ
て
し
ま

う
。そ
ん
な
感
覚
が
、差
別
の
問

題
の
根
底
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

と
の
言
葉
で
、閉
会
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　

二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

自
ら
の
生
き
方
や
感
じ
方・考
え

方
を
深
く
問
お
う
と
す
る
謙
虚
さ

で
す
。謙
虚
さ
は
、学
び
の
土
台
で

あ
り
、活
力
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
こ
の
二
人
以
外
に
も
、大
勢
の

素
敵
な
人
た
ち
か
ら
、大
変
前
向

き
な
感
想
や
、鋭
く
温
か
い
指
摘

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。人
権
感
覚

や
学
び
の
深
ま
り・広
が
り
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、「
申
年
」で
す
。さ
る

は
、賢
者
の
象
徴
で
す
。人
が
大

切
に
さ
れ
る「
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
」に
向
け
て
、皆
さ
ん
と
共
に
、一

層
知
恵
を
出
し
合
え
る一
年
で
あ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
6
〕

か
っ
た
り
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
問
題

を
抱
え
た
り
と
い
っ
た
課
題
も
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
は
、ま

さ
に
そ
の
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

８.１
で
発
生
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
機
能
ア
ッ

プ
し
た
Ｏ
Ｓ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
特
徴
と
は
？

　
で
は
、ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

８.１
は
、ど

う
い
っ
た
点
が
問
題
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
ス
マ
ホ・タ
ブ
レ
ッ
ト
が
全
盛
の

時
代
を
迎
え
、ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
が

時
代
の
波
に
乗
り
遅
れ
る
の
で
は
、

と
危
惧
し
機
能
ア
ッ
プ
し
た
の
が

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

８.１
で
す
。こ
の
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ

８.１
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
意

識
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強

化
を
図
る
と
共
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を

指
で
操
作
す
る
方
法
が
主
体
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
指
で
操
作
す
る

画
面
構
成
が
、パ
ソ
コ
ン
利
用
者
か

ら
か
な
り
の
不
評
を
買
い
ま
し
た
。

こ
の
画
面
構
成
を
変
更
し
た
の
が

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
に
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
す
る
に
は
？

　

冒
頭
の
無
償
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

は
、ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
と

８.１
が
対

象
で
す
。ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
は
、

無
償
期
間
１
年
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、本
年
７
月
28
日
ま
で
で
す
。

　
し
か
し
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
言
う
話

を
耳
に
し
ま
す
。

　
保
有
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
10
へ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
な
ど
し

て
、事
前
に
調
べ
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。ま
た
、プ
リ
ン
タ
ー
で
印

刷
す
る
ソ
フ
ト（
ド
ラ
イ
バ
ー
）が
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
に
対
応
し
て
い
る

か
ど
う
か
も
調
べ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。加
え
て
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

の
手
順
も
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

質
問
の
あ
る
人
は
、電
子
自
治

体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
10
月
開
始
分
）

▽
と
き　
１
月
13
日・20
日
、２
月

３
日・
17
日
、３
月
２
日・
16
日　

い
ず
れ
も
水
曜
日　
午
前
９
時
30

分
～
正
午

◎
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談

▽
と
き　

右
記
パ
ソ
コ
ン
教
室
開

催
日
の
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ 

中
和
労
働
会
館（
西

町
１・60
）

▽
申
込
方
法　
平
日
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
の
間
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

〔
電
子
自
治
体

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・36・８
５
２
０
〕

素
敵
な
二
人
の
謙
虚
さ
に
学
ぶ

154
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
噴
水
が

美
し
い
１
枚
で
す
。
写
真
の
奥
に

は
、
バ
ス
乗
り
場
と
駅
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

Colleen（コリーン）さん
は、派遣学生からの信頼が
厚く、長く友情が続いて
います。Grandparents Week began on the 23rd October, it has become popular for schools to invite 

Grandparents to visit the grandchildren in their classrooms. Our son, Luke and his family 
purchased a home in Lismore in June this year which means their two primary school aged 
children now attend Lismore Public School. It is a reasonably big school so the Kindergarten 
and Year One children were the ones who invited their Grandparents to attend. William is our 
seven year old grandson in year one so he invited us, he was so proud! We were treated to 
spend time in their classrooms looking at their school work and played educational games with 
them before listening to the school's junior choir perform for us. The choir will travel to Sydney 

to perform at the Opera House this term, a great honour for a country 
school. We then shared a sausage sandwich with the children before being 
shown the school computer room and the library facilities.When I walked into the library I was immediately drawn to a Japanese doll 
sitting on a shelf and as I moved closer to look at it I noticed a couple of 
books displayed from Katashio Elementary School. I had a look through 
the books and then asked the Principal about the connection and proudly 
told him about our strong relationship with Yamato Takada. I told him I was 
about to write an article for you and he thought it would be an honour to 
write about the schools Grandparents Day. I left the school with a sense of satisfaction, firstly William's pride and the 
fact that I could "educate" the Principal on his Sister School in Yamato 
Takada.

10月23日（金）から「祖父母の週」が始まりました。この期間に、生徒の祖父母を招待する学校が多くなってきまし
た。私たちの息子ルークとその家族は、この6月にリズモーに家を買い、小学生の2人の孫は、現在リズモー公立小
学校に通っています。この小学校は、比較的生徒数が多いこともあり、幼稚園児と小学一
年生だけが祖父母を学校へ招くことができました。孫のウィリアムは7歳の一年生なの
で、私たちを招待することができ、彼はとても誇らしげでした。私たちは、教室で授業の様
子を見たり、一緒に学習用ゲームをしたりしました。その後、学校の聖歌隊が合唱を披露し
てくれました。この聖歌隊は、今学期にシドニー・オペラハウスで歌う予定で、学校にとって
大変名誉なことです。それからソーセージサンドウィッチを一緒に食べて、コンピューター
室や図書館などの学校施設を見学しました。図書館に入ってすぐに、棚に飾られている日本人形が目に留まりました。よく見ようと近づ
くと、そこに片塩小学校から送られてきた数冊の冊子が展示されているのに気付きまし
た。冊子に目をとおした後、校長先生に、片塩小学校との姉妹校関係について話を聞きま
した。また、私たちと大和高田との深い友情について、彼に話しました。今日の出来事につ
いて記事を書くつもりだと伝えると、学校の祖父母の日のイベントについて紹介してくれ
ると嬉しいとの返事がありました。ウィリアムの誇らしげな様子、そして校長先生に大和高田にある姉妹校について話をでき
たことに満足し、学校を後にしました。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

　（英文は、原文のとおりです）
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◦
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
つ
か
う
・
つ
か
わ
な
い
？ 

ど
う
つ
か
う
？ 

① 

ケ
イ
タ
イ

稲
葉
茂
勝 

文
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館

◦
オ
ン
ネ
リ
と
ア
ン
ネ
リ
の
お
う
ち  

マ
リ
ヤ
ッ
タ
・
ク
レ
ン
ニ
エ
ミ 

文

／
福
音
館
書
店

◦
お
ん
が
く
た
い
く
ま
ち
ゃ
ん

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー 

絵

／
岩
崎
書
店

◦
ち
い
さ
な
か
い
じ
ゅ
う
モ
ッ
タ  

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ・ヤ
ハ
テ
ン
ベ
ル
フ 

絵
／
福
音
館
書
店

◦
だ
ー
れ
の
お
し
り
？

よ
ね
づ
ゆ
う
す
け 

絵
／
講
談
社

◦「
一
生
使
え
る
、一
筆
箋
の
美
し
い
マ

ナ
ー
と
言
葉
」

む
ら
か
み
か
ず
こ 

著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
　

手
書
き
の
ひ
と
言
は
、あ
な
た
へ
の
好

意
や
信
頼
と
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。簡

単
で
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
、一
筆
箋
の
選
び
方
か
ら
書
き
方
、文
例

ま
で
、
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
で

見
や
す
く
わ

か
り
や
す
く

解
説
。

◦「
ス
プ
ー
ン
は
知
っ
て
い
る
」

新
藤
悦
子 

作
／
講
談
社

　
　

ど
ん
な
料
理
も
お
い
し
く
し
て
く
れ

る
、ス
プ
ー
ン
に
の
っ
た
ふ
し
ぎ
な
人
形

タ
マ
ム
さ
ん
。か
な
め
ち
ゃ
ん
は
、タ
マ
ム

さ
ん
と
、大
好
き
な
人
の
笑
顔
を
つ
く
る

お
か
し
づ
く

り
に
挑
戦
し

ま
す
！
お
料

理
レ
シ
ピ
付

き
。

◦
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
60
代
か
ら
の

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

10
増
田
由
紀 

著
／
日
経
Ｂ
Ｐ
社

◦
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
真
田
幸
村
入
門

小
和
田
哲
男 

著
／
幻
冬
舎

◦
ガ
リ
レ
オ
裁
判　

４
０
０
年
後
の
真
実

田
中
一
郎 

著
／
岩
波
書
店

◦
一
日
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
朝
ご
は
ん

小
田
真
規
子 

料
理
／
文
響
社

◦
闘
う
君
の
唄
を

中
山
七
里 
著
／
朝
日
新
聞
出
版

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎おはなし会
かい

▷とき　1月
がつ
9日
にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「さるじぞう」
●えほん　　�「�ふしぎなおきゃく」

◎えほんとわらべうたの時
じ か ん

間〈きらら〉

▷とき　1月
がつ
23日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか

●おはなし　「こもりうた」
●えほん　　「ちびゴリラのちびちび」
　ほかにもたのしいおはなしや、てあそびが
あります。

1 月のおはなし会 催しのご案内

■夕やみビブリオバトル

　　　　　　　　～書評合戦in大和高田 第３回～
▷�テーマ　「あったまる話」　※小説に限らず、どんな本でも可

（当日、本を持ってきてください）

▷とき　1月22日㈮　午後5時30分～ 6時30分

▷ところ　市立図書館　2階プレイルーム

▷対象　中学生以上

▷定員　発表者5名、観覧者20名

▷費用　無料

▷�申込方法　1月5日㈫～ 15日㈮の期間中に、図書館カウン

ター、電話、ＦＡＸで受付（ＦＡＸの場合は「イベント名、発

表・観覧どちらか、名前、連絡先」を書いてください）
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